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設計基本方針樹立 に至 る一手順
株式会社竹中工務店 大阪本店設計部
副部長(設計・意匠担当)徳 岡 昌 克
一般 に建築 家 の書 く文章 は難解 で ある とされ ている。特 に,建 築家 が その作
品 について,設 計趣 旨 を,述 べ ると き,そ の文章 と作 品 よ り受 け る印象 との相
違 に,と まど うことがあ る。 それ は,恐 らく,文 章 によ る表現1か,その ヴ ィジ
ュアルデザ イ ンの ど ちらか に,問 題 があ るので はないか と思 う。(本 稿 では,
その両方 に問題 の ある場合,つ ま り,その課題 に,ふさわ しくないで あろ う,建築
家 の ヴィジュアルデザ イ ンと,そ の設計趣 旨 に,ついてはふれ ない。)
建 築家 につ いては,そ の作 品 がすべ てで あるか ら,あ えて文章 で,そ の作 品
につ いて語 らな いこ とが,賢 明の よ うに思 える。 又書 か ぎるを得 ない場合 にも
その作品 の完 成 を待 って,且 つ世評 も受 け入 れて,判 断 をす るとい う手 もな い
では ない。 しか しなが ら建 築家 が,自 己発 現 の場,つ ま り仕事 を手 に入 れ ると
い うことは,容 易 な ことではない。
と りわけ昨 今 のよ うに,PR優 先 の時代 には,な お さらで,建 築家 は あらゆ
る自己表現 の手段 をもって,PRに つ とめる ことにな る。 良い もの は,い つ か
誰 かが発 見 し,世 に出 して くれ るの を静 かに待 つ わけには いかないので ある。
した がって 折 にふれ,作 品 につ いて,文 章 をもって補 足 す ることになる。 ここ
で とりあげ る,設 計基本 方針 書 とい うのは,そ の構想 が,建 築物 と して世 に問
われる以 前 に関係 者間 に了解 又は賛同 を得 て,次 の作 業 に移 る前提事項 と して
一43一
作製 す るもの で あって,前 述 の結果 としての作品 を文章 を もって補足 す るの と
は,趣 きを異 にす る もので ある。我 々の組 織 にお いて,設 亨十基本 方針 書の作成
が,設 計記録 に関 す る取 扱要領 の諸表の一つ として,義 務 づけ られ たのは,昭
和53年3月1日 か らでは あるが,勿 論 これは正式 に一 つの フォーマ ッ トとして
示 されたので あって,この種 の試 みは,個 別 では あるが,以前 か ら組織 の設 計担
当者 が夫 々 に,設 計過程 の中 にあって自己の デザ イン主張 に対 す る部 内外 の共
感 を得 る手段 の一つ と してP±行 していた。
現在の 「設計基本方針書」記入項目には,次 の大要 のもとに方向づけされて
い る。
即 ち,設 計基 本方針 の設定 は,建 築 主要望 事項 と,そ の プロ ジェク トに関す
る客観的な条件(調 査事項)と に対する建築技術的な解答 を設定することであ
り,設 計 の過程 において,そ の理 念 を一定 の方法 で秩序 づけ るこ とは,そ のプ
ロ ジェ ク トの内容 の意図 を明 らかに し,詳 細 設計 の基礎 となるもので ある。設
計基本 方針 書 は,関 係部署 間の意志 の疎 通 を図 り,共 通の理念 の寄 りど ころと
なる。又デザ イ ン会議,設 計審査,見 積 依頼時及 び着 工前打合会議 の資料 とも
なり,決 定 した基本設 計のチ ェ ックにも使用 す ることがで きる。
記入項 目は.
1)地 域的 考察7)構 造計 画
2)配 置 計画8)設 備計 画
3)空 間機 能計画9)生 産設計
4)空 間表現 計画10)予 算 計画
5)イ ンテ リア計画11)そ の他
6)部 位別構 成計画
となって いる。
又,各 記入項 目の要点 につ いて は,次 の よ うに解 説,着 眼点 が示唆 されて い
る。
..
1)地 域 的考寮
1-1都市及 び地域 の特性
都市又 は地域 の機能的性格 、伝統,人 口,産 業,交 通の現況 及び将来 の
動向 に対 す る考察 、
1-2適用法規
都市 計画法,建 築 基準法,条 例,消 防法等
2)配 置 計画
2-1ブロ ッ ク計画
ブロ ックの機 能的 システ ム,規 模,高 さ関係,マ ス・と して の表現,形 態
2-2外部 動線
機能別進入 路(車,来 客,従 業員,資 材,etc,夜 間,非 常時),建 築
的処理,出 入管理 の あ り方,ア プローチ に伴 う推 移効果,駐 車 計画
2-3自然 との関連
敷地及 びその周 辺の地形,景 観,風 土,方 位,気 候,そ の他 自然的条件
との関連
2-4造園又 は外部構 成計画
目的,性 格,施 設,都 市 的意義,建 築的処理,屋 上利 用
2-5周辺建物 との関連
規模,用 途,外 部動線,そ の他機能 関連,日 照,通 風,騒 音,そ の他物
理環境 的関連,プ ライバ シー,圧 迫感 その他心理 的影響,形 態 的調和
2-6f曽築言十画
予想 年度,フ レキ シビ リテ ィ,増 築前の 又は増築後 の調和,施 工性 の考
慮
以上 の よ うに,3)空間機能計 画,以 下 につ いて も,示 唆 されて いるが,本 稿 で
は,省 略す る。
冒頭 に述べ た文章 とヴ ィジュアル ・デザ インの一致 の難 しさにも増 して,こ
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の設計基本方針 書の作成 につい ても,的 を得 た表現 をつづ るの も,仲 々至難 の
技 とい える。
そ こで,基 本方針 書作成 の理 念,或 は骨子,或 は的 とな るべ き当該 プロ ジェ
ク トの性格 の把 え方 につ いて,言 及 してみたい。
日常 の業務 で処理 す るプロジェ ク トにつ いては,初 期の段階 では,引建 築主の
要望 や,具 体 的 な設 計条 件 が不揃 いの場 合 が多 く,又 設計作業 には,建 築主や
関係者 とのや りとりの うちに,煮 詰め られる要素 も多 いの で,こ こでは,'設計
競技の2プ ロ ジェ ク トを例 にあげたい。次の2例 は,い ず れも,全 国公 開 コン
ペの もので,沖 縄 市民会館 は,S52年 ,荻 須記念館 は,S56年 に応 募 し,我 々
の提 案 が,最 優 秀作品 として採用,前 者は,56年1月 に竣 工,後 者 は,58年8
月開館 を期 して,施 工 中の もので ある。
・この2プ ロ ジェク トを進 あ,設 計基本 方針 を樹立 す るに至 る最重要 な共通 の
ステ ップは,先 づ情 報,資 料,調 査の完備 で ある。
これ らは
1)当 該地 につい て,そ の歴史 的特性,民 族 的特性,地 理 的特性
2)当 該建 築物 につ いて,そ の既 存施設 分析,原 論,機 能展 開
3)当 該人物 につ いて
作風 と心情,専 門家 としての活動,当 該地 との関係
であ るが,こ れ らはい わば現状 の把 握 とも言えよ う。次 には コ ンペ要項 の中 か
らKeywords(手が か りとな る言葉)を 探 し,問 題点 の抽出 にっ な ぐ,即 ち,
1)当 該地 におけ る 「文化発展」 は ど うあ るべ きか?一 市民 共通の概 念の注
入
2)当 該建物 は,現 代 では ど うあるべ きか?一 人 と人 との共通 の場
3)当 該人物 の当該地 に果す役割 は ど うあ るべ きか?一 心の絆 と文化 の触発
問題 点 の抽 出の後 は,こ れ らに対 す答 え としてプ ロジェ ク トを性格 づけ る。
例 えば,荻 須 記念館 に あって は,ARTSANCTUARYの 提案 で あ り,又,
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沖縄 市民会館 にあっては,市 街地 と海 へ開 かれた唯一 の見通 し線 の発 見 によっ
て,そ の眺望 を市民志 向 の高揚手段 と捉 えた広場 の提案 で あった。(注 ,荻 須
記念館 は当面第一期 工事 と しての仮称稲 沢市美術 博物館 で あ り,提 案 の他施 設
は,今 の処 明確 な完成 の予定 はない。 又,沖 縄 市民会館 は,前 面道路 の市街
地 へ の連絡 及び公園 が整 備 される まで には至 って いない。 したがって提 案の ね
らいが実現 す るまで には,ま だ時 間 を要 す る もの と思 われ る。)
さて,調 査 及資料 の項 目を羅列 してみ ると,
資料:全 般 的 には,歴 史,伝 統,気 候風 土,植 物,人 口,経 済,特 殊 事情 等
技術 的 には,都 市計画,交 通体系,類 似建 物,地 方の建 築,地 方の基
準,(当 社)保 有技 術,関 連法規
調査項 目 としては,
環境:地 勢風土,人 口,市 民感情,植 物,特 殊事情
敷地:地 勢風土,交 通機関,交 通路 線,都 市設備,特 殊事情
建 築:史 跡,新 古建築,類 似建 物
等で特 に設計者 達 自 らの現地調査 で,提 案 の性格 付 けや造形的 ヒ ン トを得 た。
即 ち,荻 須記念館 につ いては,そ のお びただ しい数 の神 明社 と,そ の相 互関連
性 の発 見で あ り,沖 縄 市民会館 にあっ ては,城 跡,玉 陵,民 家,等 に見 られ る
格 調 あ る造形 美 と民 家の アプローチ に見 られ るひんぷん,等 か らで ある。 なお
稲 沢市 にお ける,神 明社 にあって も,不 浄 除 と称 せ られ る見隠 しがあ り,両 地
方の相互 の関連性 にお いて,今 なお,興 味 が尽 きない。
以上,設 計方針 書作 成 に至 る検討 すべ き一手順 を述べ て来た が,建 築 設計の
出来,不 出来 が,そ の課題 に対す る性格 の設定 で,左 右 され ると断言出 来 るほ
どで,い か にも,的 を 得 た性 格 設 定 が,難 しいが 故 に,設 計 に当 っては,
常 に関心深 く,そ の持 つべ き特徴 を見 つけ るこ とに努 めてい る。又,そ の基 本
方針 によって,完 成 された作品 が,ど のよ うな社会 評価 を受 け るかを,設 計の
質 を計 り,向 上 させ る尺度 の一つ として も活用 した いと,考 えてい る。
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なお,設 計競技 を成 功 に導 くため に揃 えるべ き条件 としては,
1.コ ンペ情報 入手 と対応2.情 報資料調査 の完備
3.構 成 メンバ ーの適性 配置4.手 持 プロ ジェク ト配 分処理
5.保 有技術 活用6.方 向付 け適切 な判 断
7.設 計思 想 と造型 力の合致等 で ある。
しか し,又,よ り創 造的 な提案 につ いて,ど の よ うにアプローチ をすべ きか,
自問 して いる。
次 に2プ ロ ジェ ク トにつ いて夫 々の設計基 本方針 と審査 評 がいか に関係深 い
か を具体例 と して紹 介 したい。
事例1荻 須記念館
●提 案 の 基 本 理 念
〔背景〕稲 沢文化の歴史
弥生時代 にこの地方 の稲作 が始め られて以 来,大 化改 新のの ち,尾 張 国 司が
置 かれた時 に,こ の地 方の歴 史の始 ま りを見 るこ とがで きる。 また,こ の地 方
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の 自然 を支 配 して きた木曽川 とその枝 川 の氾濫 による洪水 もまた その歴史 で あ
った。 人々は わず かば か りの 自然堤 防 と,自 然堤 防状微 高地 に安住 の地 を求 め,
自然 を崇拝 しつつ も,心 の依 りどころ として集落 ご とに神 明社 な どの村社 を建
て まつ り,育 くんで きた。
〔目的〕稲沢独 自の文化 的発展
近世 になって,交 通 の要 所 と して稲葉宿 が栄 えたが,明 治以来土地利 用度 の
低 い後背湿地 が埋 め立 て られ,工 場進 出の波 を受 け,現 在 に至 っては,名 古屋
市の都市圏拡 大 によ る都市化 とい う名の洪 水 を受 けは じめてお り,将 来的 には,
稲 沢独 自の文化的発展 が切 に望 まれ る。
〔方策〕文化 創造 の場 創 り
優 れた伝統 的文化 と,市 出身 の国際的画家 で ある,荻 須 高徳氏 の記念性 とを
統括的 にシンボラ イズ して捉 え,人 々 が郷土 の歴 史的遺産 と画伯 の芸術 の世 界
に接 す ることによ って,稲 沢の明 日を考 え,市 の輝 か しい文化 の発展 に寄 与で
きる場創 りが必要 で ある。
〔提 案〕ARTSANCTUARY
荻須記念館,博 物館,歴 史民俗資料館収蔵庫 が1つ の敷地 に集積 され る事 に
よ るアクテ ィビテ ィの相 乗効果 は充分期待 で きるが,そ の上 に,市 民 の コ ミュ
ニテ ィ醸成 の為の要素 と して,下 記 の3つ の機能 を注 入す るこ とによ り,3館
11.シ テ ィーパ ー ク ●市民の生活環境 と しての緑 豊 かな町づ くりの拠 点
{2.シ テ ィロ ビー ●市民 の対 話 によ る文化 高揚 の場
13.シ テ ィステー ジ ●市民 の生 活の 「はれ」 の場
の内外 は共 に有機 的 に融合 され,市 民 共有 の活性化 された空 間 となる。
かって おびただ しい数 の神 明社 が村人の守護神 で あったよ うに,現 代 の稲 沢
文化 の シンボ ル として,計 画地 の環境 を包含 したこれ らの建 築群 の ア ンサ ンブ
ル を,文 化 の香 り高 い 「芸術 の聖域」 として提 案す る。
..
●設 計 基 本 方 針
〔環境計画〕
市内 に点在 す る村社 の鎮 守 の森 と,三 宅川,大 江 川の2つ の水系 に注 目 し,
水 と緑 の回廊 が全市 に設 定 され る ことを望 みなが ら,シ テ ィパ ー クの拠点 と し
て,計 画地全体 を森 として構 成 し,稲 沢の植 生 か ら選ばれ た 「イナザ ワ グリー
ン」 と荻須画伯 が好 んで描 いた 「オギス グリー ン」 を注 意深 く配置 す る ことで
環境 を構 成 した。
〔建築計 画〕
配置 計画
荻須記念館 の位置 づ け:西 と南 に視 界が開 け,遠 くは養老山脈,近 くは画伯
の生家 が望 め る計画地 にあって,北 側 か らの メー ンアプローチ に対 し,記 念館
を正面 に,博 物 館 を南側 に記念館 をと り囲 む よ うに配置 し,訪 ず れ る人 々が,
全体 位置関係 を把握 しやす いよ うにす る とともに,芸 術 の聖域 に来場 す る精神
的高揚 を促 すべ くこの地 方の神 明社 に見 られ る 「不浄除」 を設 けた。
軸線の設定:古 くは条里 制 の跡 に見 られ る稲 沢の都市軸(東 西 と南北)に 整
合 させ る為,3館 共,棟 軸方向 を東 西 にとった。
外 部空間の構 成:地 域 の ラ ン ドスケー プにな じませ外部空 間 にヒューマ ンな
スケー ル感 を与 える為 に,や わ らか さと,静 謐性 をもつ銅板 瓦棒 葺の勾配屋根
とし,外 壁 は稲 沢地方 の土 の質感 を求 めて,美 濃 の土で焼 き上 げた縄 文様 の タ
イル張 りと した。 また,稲 沢地方 の町 家の広縁 が,ほ ど良い コ ミュニケー ショ
ンの空 間で ある ことに注 目 し,記 念館 と博物館 の 間 に,彫 刻 の広場 を配置 した。
人 と車,サ ー ビスの動線 乳どの方向 か らアプ ローチ しても緑豊 か な環 境 に包
まれ建築群 の ア ンサ ンブルが望 め るよ う配慮 す る と共 に,大 きな駐 車場 を小 さ
く見せ るため,主 に保健 セ ンター利 用者 が使 うゾー ンを分離 し動線 の交差 を避
けた。 また来館 者用駐 車場 東側 には アプローチ を兼 ねたエプ ロ ンを配 し乗降 の
容易 さを考慮 した,一 方敷地 東端 には,防 災道 路 を兼 ねた南北貫通 のサ ー ビス
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道路 を設 け3館 の各 々の搬 入 口に直接 アプローチ で きるよ うに した。
表現計画
格調 高 く端整 で堅 牢 で あることを基 本 とした。
かた ち 切妻勾配屋根 の採用 ●比較 的雨 の多 い地方 で ある。 ●地域 の ラン
ドスケー プに な じませ る。 ●スカイ ライ ンが美 しい。
材 料 ●屋根 は荻 須画伯 の住 むパ リの街並 の伝統 的美 しさを徘彿 させ 又,外
部空 間 に静謐感 をか もし出す銅板 瓦棒 葺 ●外壁 は稲 沢地方 の土 の質感
を求 めて,美 濃 の土で焼 き上 げた縄 文様 の妬 器質 タイル張
個別建物 計画 荻須 記念館
特 に意図 した オ リエ ンテー ションホールは各 々の展 示室へ の導入部 にあ り,
上部 の光 ダ ク トで取 込 まれた外光 を受 けた オニ ックスの柔 らかい光は,床 の深
々 とした カーペ ッ トに吸収 されて,芸 術 に今対 面 しよ うとす る来 訪者の精神 的
高揚 に準 備で きる空 間 と し,又,学 校 等 の団体.グ ルー プの調整 前室 と して も
機能 させ る為特 に意 を尽 した。
平面 計画は シ ンメ トリー と し,オ リエ ンテー シ ョンホー ルを介 して西 に荻須
高徳 常設展示 室,東 に一般展示室,南 に交流展示 室,ロ ビLを 配置 した。
博物館
一般来館者 が利用 す る展 示部門 ・教 育普及部 門 ・コ ミュニケー シ ョンサー ビ
ス部 門 をすべ て1階 に配置 し,利 便性 と安全性 を考慮 した。
エ ントラ ンス コ リドールは,こ の博物館 の根 幹 をなす空 間で あ り,す べ ての
ゾー ンに対 す る緩 衝地帯 と し,館 内の わか り易 さを考慮 した。
中展 示室 と記 念館 の一般展 示室 の同時利 用,中 展 示室 の博物館展示 ロ ビー側
の扉 を閉 じる ことによ り可 能 となる。 また記念館 との連 絡通路 は,彫 刻 の広場
と一体感 をもたせ るた めに大 きな開 口部 を設 け解 放的 な空間 と した。
芸術 品の搬 入 ルー トと文化財 収載庫 及 び博物館 収蔵庫 との関係 が有機 的位置
関係 となるよ うに考慮す るため に文化財収蔵庫 との連絡 通路 を荷受場 と した。
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調査 研究部 門 は見晴 ら しの良 い3階 に設 け独 立 した研究活動 がで きるよ うに
考慮 した。
〔設備計画〕
展 観者,展 示物,収 蔵物 が安 全 を確 保 され,か つ望 ましい環境 の もとにおか
れるための効 率 のよい設備 システ ムを採用 した。
〔構造計画 〕
稲沢地域 の 自然 条件 および空 間上の特徴 を考慮 し,安 全で経済性 に優 れた構
造方式 を採 用 した。
〔展示計 画〕
展示 品 を安定 した光環境 の中で美 しく見 せる為,人 工照明 を採用 した。
記 念館,博 物館,支 化財収蔵庫 の収蔵物 を現代 の生 きた情報 とす る為 に,オ
ーデ ィオ ・ヴイ ジュァル システム を導 入す る。
●審 査報告 日経 アーキテ クチャー1982.6.7号
荻 須 記 念 館 設 計 競 技 第 二 次 審 査 講 評
審査委員 佐 久間達ニ
レ徳 岡案(作 品記号A)
一次の と きの設計条件 と基本的 な変更 となった"北 側 か らの導入"と い う新
しい事態 に直 面 して,ど の ブロ ックプラ ンを見 ても戸惑 いの あとが見 られた。
その中 でこの案 は独 りその変化 を超 えて,一 次 の案 よ り更 に説得 力 に富 んだ内
容 のあ る作 品 となって,審 査 員全員 の共 感 を呼 んだ。
当然 のこ となが ら,要 求 されてい る諸条件 に対す る周到 な分析,作 者 の体験
か ら生 まれ る平面 計画の読 みの深 さ,緑 をテーマ とした緻 密 な環境 計画 に到 る
までのプ レゼ ンテー シ ョンの優秀 さと同時 に,今 なおパ リに留 って元気 に創 作
活動 を続 けて お られ る荻須 さん と,地 元稲 沢 の人 た ちとの間 の心 の きず なとい
った目に見 えない精神性 を特 に大切 に して いる点 に心 ひかれた。"ARTSAN
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CTUARY"とい うサ ブテー マ にこめられた気持 はや は りその辺 りか らきてい る
よ うに思 われ る。 それ がこの案の デザ イ ンにも一貫 してい る。 これが真 にこの
地域 の伝統 の 中に根 をおろ させ るための施 設 と して地 元 に迎 え入 れ られ るため
には,こ の案 に もな お改 良の余地 少 しとしない。形 の シンメ トリー性 をあえて
保つ ための面積配分 の調整,内 部空間 の完備 の ため失 われた開放性,外 形 か ら
決 め られたの か博物館 南西の軒の 高 さ,前 面の アブmチ 庭 の夏季 の照 り返 し
等,改 良点 は散見 され るが,い ずれ も今後,実 施設 計の段 階 で検 討可 能 な程度
であ る。
よってこの案 を他 に得 難 い作品 として審査 委 員全 員で"最 優秀作品"に 推 す
こ ととす る。審査委 員,井 関 弘太郎,飯 田喜四郎,内 井昭蔵,佐 久間達二,中
村洋,水 野柳太郎,大 谷喜 三郎,橋 本春夫,敬 称略。
事例 ∬ 沖縄市 民会 館
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基 本 理 念
沖縄 と聞 くと,遠 い昔 の大阪 で小 学生 だった頃 のか わいい友 だ ち らを想 い出
す。子供 た ちの小 学校 もま た,コ ザ小 学校 と姉妹校 で あった。
初 めて沖縄 を訪 れたのは,万 博 の年の11月であった。大洋州 と東南 アジアの
諸 都市 を訪 れ,大 阪へ戻 る前 日が,沖 縄 訪問 のスケ ジ ユール となっていた。
アルバ イ トだ とい う女子 学生 のバ スガイ ドか ら,切 々 た る沖縄 の現状 を聞い
い た。 目の前の都市景観 か らも,街 の たたず まいか ら,か つての伝 統 とロマ ン
の沖 縄 を感 じとるこ とはで きな かった。 こ うした状況 は,全 国的 にもい えるこ
とで はあ るし,大 阪 もその例外 では ないが,メ ルボル ンや シンガt一 ル,そ し
てバ リ島 の美 しい村落 を観 て きた直後 だけに,沖 縄 の現状 に強 い印象 を受 けた
の だった。
'昭和52年4月6日 ,沖 縄 出張 所 から 「沖縄市 が,国 際文化観 光都市 としてふ
さわ しい文化 の殿 堂 で ある市民会館 を,公 開競技 にか け る」 とい うニュースの
小 さな切抜 きが届 いた。
ただ ちに組織 をあげて,こ れ に応 募す るこ とを決意 し,歴 史 と文化 を求 め,
沖 縄 の風土 を観 察すべ く,全 島 を踏 査 した。
古典舞踊 の格 調高 い型 や,民 謡 か らも,そ のデ ィテールが,と りわけ洗練 さ
れ てい ることを学 び,コ ンクリー トとい う無機 質の もの に,情 感 を持 たせ るよ
う,楽 しみ なが らつ くった。植 栽 は,い つ沖縄 を訪 れて も,バ イ タリテ ィの あ
るガ ジュマ ルや風格 の あるフ クギや,や さしいホ ウオウボ クを配 し,色 あざや
かな クロ トンを植 え込 み,し き りに詩情 をか き立 て られ る今帰仁城跡 の,紫 つ
ゆ草 を根 じめ とした。
沖縄 市民会館 は,そ の長 い建 設の希望 と,多 くの人 び との熱意 や協 力 によっ
て初 めて実現 した。 シ ンボ ル ツリー として前庭 に植 えた ガジュマルが,ま す ま
す気根 を増や し,た くま しく育 って行 くよ うに,市 民会館 も市民 の皆 さん ひ と
りひ と りの 力強 い ご参加 を合 わせ て,そ の建 設の理想 が,い よい よ現実の もの
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となって発展 して い くこ とを祈 っ てい る。
設 計 説 明 書
配置 計画
●沖縄 市民 の レクリエ ー シ ョンの"ひ ろば"と しての八重島 公園。
●沖縄 市民 の文化 交流 の"ひ ろば"と しての市民会館 。
この二つ の調和 を図 り,豊 かな人間 交流 の場 と教育 文化 創造 の場 をつ くること
とした。
アプ ロ々 チ 県道27号線
は幹線道 路 で歩行 者専用道
路 の性格 を もち,12m都市
計画道 へ分流 す る。 この12
m都 市計画道路 が敷地へ接
す る。沖 縄市 と周辺 地域 の
人 口分 布 か ら交通手段 別 に
分析 す ると,1日 当 り平均
来館 者数 は1,330名,うち
第2ゲ ー ト方 面6637名48%,
アプローチ分析 図
美里地域 方面653名49%,池 武当方面40名3%で あ る。
正 面は利用 者の多 くの人 が納 得で きるもの で,判 りやす く,親 しみや す く,
明 るし}面と したい ため,メ イ ンアプローチ は,12m都 市計画道路 か らの南入 り
とし,軸 線 は南北 に設定 した。
敷地環境 沖縄 は健康 で美 しく,明 る く住 みよい,平 和 で豊 かな国際文化観
光都 市 を志向 して いる。敷地 の環境 は,1.緑のふ ところに抱 かれた公園,2.コ
ザ小学校校庭 側 の明 るい空間,3.幹線27号線 と駐 車場施 設 があ る。
この中 に,美 里地域 市街地 と海へ開 かれた眺望 の あ る,唯 一 の見通 し線 があ
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る。この眺望 を市民志向の高揚手段 と捉 え,施設と公園の融和 と,広場の拡が
りをイメー ジ した。
ブロ ック計 画 ブロ ック
プラ ンは雁行 並列型 で ある。
平面 ブロ ックは市民 会館施
設 の特別 集会施設,コ ミュ
ニテ ィセ ンター,公 民館 の
3ブ ロックを雁行 に配列 す
る。管理 サ ー ビス ブロ ック
は公園 との クッシ ョン的役
割 をもたせ た。
嘉手納基地
X27号線
'
至 第2ゲ ー ト
至池
武当
駐車場
公園
ゴザ小学校
見通し線
公園
敷地環境図
断面 ブロ ックは,大 地 の うね りに足 をつ け ることを前提 に,土 地 の起伏 と道
路 勾配 を有効 に生 か して雁 行断面 と した。広場 は人 と人 とのふ れあいの場 で,
平 面,断 面 ブ ロ ックの雁 行並列型 で生 じる変化 を演 出す る。 また防 災避 難 と消
化 活動 の拠 点 と もな る。 この計画 によ り,敷 地 条件 と施設機 能 および 目的 の有
機 的結合 と調 和 を可能 なもの と して い る。
動線計画1.主 動線は12
m都市計画道路から南入直
進する。駐車場利用者は南
西面取付部 を通 り,公園利
用者は公民館前広場の階段
から主動線へ と合流する。
2.身体障害者は,広 場 と同
一レベルの大ホール,中 ホ 動線図
一ル,公 民館へ 導入す る。 公民館 内 はエ レベ ー ター を利用す る。3.管理 サー ビ
ス動線 は正面 と北 西部 の公園 との共 同利 用駐 車場 とす る。以上 の3点 を留意 し,
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利用者と管理サービス機能 を単純明快 な動線で計画 した。
建築計画
雁行並列構成 会館の管理区分は,特 別集会施設,コ ミュニテ ィセ ンター管
理 と公民館管理 で あ る。
会館 の機 能区分 と計 画 は・,
1.観客:前 面道路 と広場 に
直結 す る。2.楽屋:機 能 に
よって生 じる舞台 高 さを,
雁行断面 によ り同一 レベ ル
で直結 す る。3.公民館:明
るい室 内環境 で公 園 との融
和 を図 る。4.管理:各 機能
の接 点 にあ り,管 理 サ ー ビ
スの省力化 とス ムー スな動
線 を図 る。以上 の よ うに,
観 客
楽 屋
公民館
管 理
食 堂
平面 ブロ ック
断面 ブロ ック
管理 区分 と機 能区分 は雁 行並列構成 によ り明快 な もの に してい る。
日陰 げ 南 面各施 設 入口 には深 い庇 を設 け,ま た東西 の開 口部 にはPC板 構
造格 子 ルーバ ー を取 り付 けてい る。 これは伝統的 な凧の骨状 の もので,サ ッシ
ュ取 付 けの役 割 をもたせて強烈 な 日差 しに対処 して のもので ある。
遮音計画 航空機騒 音対策 として,外 部 設定騒音 レベ ル89bBに対 して,内部
験 音 レベ ル 目標 値NR30に 設定 し,屋 根,コ ンクリー トス ラブの上 にU型PC
板 募 き,二 重構 造屋根板 と して,壁 も二重遮音壁,ま た開口部 も二重サ ッシュ
と してい る。 この屋根 は地域特 有の瞬 間降雨量 にも対処 した もので,沖 縄 の風
土 と環境 にマ ッチ した表情 をかも し出 してい る。
音 響計画 大ホ ールは音楽 を主体 と した 多目的 ホー ルで,残 響 時間 目標値1.6
秒 と した。中ホー ルは市民の郷土演劇 を主 としたホー ルで,残 響 時問 目標値 を
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1.5秒とし,と も に音楽 的 な評価 を得 てい る。
構 造計画
ブロック計 画 全体 計画 と しては,架 構性状 を考慮 して,1.ホワイエ,2.大
ホ ール,3,中ホ ール ・中央 公民館 の3ブ ロ ックの単純 な構造体 に大別 して,各
ブロ ックはエキ スパ ンシ ョンジョイン トで結合 した6
架構計画 平面 計画の 自由性 と経 済性 を考 えて耐 力壁 を一部 含 んだ ラー メ ン
架構 とした。大 ホールは機 能上 大 スパ ンで,遮 音性 能上,屋 根荷 重 が通 常の場
合 よ り大 きいの で,屋 根 架構 はた わみ剛性 が大 きく,経 済的 なH型 鋼 の平 行弦
トラス を採 用 した。
基礎計 画 現地盤 面下5～10mの 砂質石灰岩 を支持地盤 とす る既製PC抗 基
礎 と したQ
塩害対 策 細骨 材中の塩分量 を0.02%以下 にす るため,砕 砂50%と除塩 した
海砂50%に よる混 合砂 を使用 した。 また,外 部 に面 す る部位 の コ ンクリー トの
かぶ り厚 は50㎜以 上 と してい る。
設備計 画
各設 備 は,施 設 に即 した もの で,か つ簡易 に運営 で きるもの で省エ ネルギー
を志 向 してい る。
電 気設備 高電圧 配電式 による電 力損失の減少,コ ンデ ンサ ーの分散設置 に
よ る無 効電 力の減 少,合 理 的 な照 明計画 を行 な うとともに,昼 光,使 用頻度 お
よび管 理 を考慮 し点滅 回路 を分割 して いる。
給排 水衛生設備 揚水 ポ ンプ揚程 の低 減 および,地 形 を有効利 用 した重 力式
排 水方式 によ り所要動 力 を極 力少 な く して い る。'
冷房 ・換気設備 庇,外 部 ルーバ ーの設置,屋 根,外 壁,窓 等の各部位 の断
熱性 を高 めて熱負荷 の減 少 を図 った。冷 房 ・換 気 システムは各施 設 の特異 な使
用状況 に対応 で きるよ うに考慮 してい る。大ホ ール には灯油焚冷 水発 生機 と空
調器,全 熱交換 器の組合 せ,ま た中ホール と中央公 民館 は水冷式 パ ッケー ジ型
一58一
空 調 器方式 として,各 室 用途 に応 じて細 か くゾーニ ング してラ ンニ ングコス ト
の低減 を図 って いる。
植栽 計画
沖縄 の風土 と地域 にマ ッチ した植栽 計画 と し,敷 地外 周 には フクギ,前 庭 お
よび建物 の回 りには ガジュマル,ホ ウオ ウボ ク,ク ロ トン,ツ ユ クサ を配置 し
て公園 とのつ なが りを考慮 した。
コンペ 時審査評S52.6.16
選 定 の 理 由
優 秀作品(竹 中工務 九州支店一級 建築士事務所)一 沖縄 市の市 民会館 と
しての独 自性 を,い わゆる情緒 に,注 さない限 界の中で発揮 す る と同 時 に,特
別 集会施設,コ ミュニ テ ィーセ ンター,中 央公民館 の三 部門 を非常 に素直 な形
で併 列 して各機 能 の明快 な分割 を図 ると ともに,背 部の直 交す る動線 によって
その連 絡 を企 図す るな ど,伝 統 と現 代生活 との統合 に成功 している と考 えられ
る。 さ らに音 に関 して も,航 空機,高 速道路駐車場 か らの騒 音遮 断及 び文化施
設 の立地 よ り,計 画道路 にその正面 を向 けてい ることも共 感で きる。
ただ,そ のため に高速道 路の通過 か らの展望 の さび しさや,公 園 との関連性
の うす さが惜 まれ る。審査委員,安 東勝男,野 原康輝,嘉 手納是 敏,砂 川正男 ,
幸地光 英,敬 称略 。
(建築業協会 賞)評S57.6.21
BCS賞
この施設 の建つ沖縄 市 は,沖 縄 本島 中部 圏の中心都弟 で,那 覇市 に次 く県第
2の都市 で ある。昭和49年4月1日 に旧 コザ市 と美里村 とが合併 して生 れた。
「国際 文化観光都 市」 を 目指 して昭和50年に沖 縄市総合 計画基本構 想 を策定
しているが,そ れの一環 と して広域 的 な文化施 設,市 民会館 を企画,昭 和52年
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3月 に全国公開 の設計競技 を行 った。 当市民会館の設計 は,そ の際最優 秀案 と
して入選決定 した もの であ る。
沖縄 は本来,独 自の個性 ある文化 をもってい る。沖縄 古来 の建 築 には特 に,
それ を構成 す る素材 や,そ の デ ィテー ル,形 態 に,あ るいは平 面計画 その もの
にその文化 を見 る ことがで きる。
しか し,太 平洋戦争 の激戦地 とな り,焼 土 と化 した沖縄 は,戦 後米軍 の 占領
下 の時代,進 駐 時 代 を通 して街 は復興 された が,い わゆ るアメ リカナ イズ され
た近 代的 な建築 によって,そ の大 半 が占め られ るよ うになって しまった 。
その後,沖 縄 が 日本 に返 還 されて以 来今 日まで,県 民 はその独 自の文化 を育
て新 しい国際化 社会 の時代 に対応 すべ く街 づ くりにも大変 な努力 を払 って い る。
しが し,沖 縄 に建 つ戦後 の建築 で,本 当 に沖縄 の文化 に根 ざ して建 て られ ると
考 えられ るものは未 だはなはだ数 が少 ないの が実情 で ある。 この市 民会館 の設
計 には,そ の点 への配慮 が強 く感ぜ られ る数少 ない建 築の一つ で あるとい える。
施 設 内容 は,1553人を収容 す る特 別集会施設 。500人 を収 容す る コ ミュニテ
ィセ ンター,そ れ に公民 館 とい う3つ の施 設の複合建築 で,延8,463㎡の規模
の もので ある。 これ ら機 能 の異 なる3つ の施 設 を雁行並列 に配置 し,施 設利 用
者 は夫々の施設 に独 立 した レベ ルの異 な る入 口か ら入 れ るのに対 し,土 地 の起
伏 を巧 みに利用 し,特 別集会 の大 ホール,コ ミュニテ ィセ ンターの中ホ ー ルの
各 舞台 と楽屋 は同一平面 で直結 す ると共 に,管 理部 門 も背後 で三施 設 に共通 に
結 ばれ るよ う計画 されて いる。平 面計画,断 面計画 が合理 的 か ら有機的 に関連
づ け られ,利 用者 と管理 サ ー ビス機 能 が単純 明解 な動線 で巧み に解 決 されてい
る。
また,南 国独特 の暑 い日差 しに対 し,南 面各施設 入口 には深 い庇 を設 けた り,
東 西の開 口部 には伝統 的 な凧 の骨状 のイ メー ジ をもつPC版 構 造格 子 ルーバー
をデザ イ ンす るなど,き び しい気候風土 に対応 した工夫 がその まま建築 のデザ
イ ンに生 か されて いる。
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屋根 コ ンク リー トス ラブ上のU型PC版 は航空機騒 音 に対 す ると ともに台風
などの豪雨 に対 して も十分 な機能 を果す デ ィテー ルの工夫 がな されてい る。 そ
の屋根上上 には,沖 縄独 特の風物詩 ともい えるシーザ ー を配 し,安 らぎの ある
建築空 間の演 出 も,一 応 その成果 をみ る ことがで きる。建築 を構 成 す る主材は
コ ンクリー トの打放 しで,そ の上 にカラー クリヤー仕上 として全体 に格 調の あ
る押 えたデザ イ ンにしてあるが,施 工 もそれ に対応 して,各 種 繰型 の型 枠精度
も確保 され建物 の風格 を一層 引 き立 ててい る。
太平洋 戦争 で 日本 におけ る唯一 最大 の激戦地 となって まだ半世紀 も経 て いな
い今 日,地 元 の方々の 当施設へ の並 々な らぬ熱意 と努 力 とによって実現 したこ
の会館 は,以 上述 べ た通 り沖縄 の風土文化 をよ く踏 ま えた上 に近代 的技 術 を周
到 に用 いた設計 で あ り,そ の意図 を十分体 した立派 な施 工 が行 われた建 築 であ
る。 この施 設 が今後 ます ます市民の方 々の文化活動 の拠点 と して育 って い くこ
とを祈 って止 まない。 選者:大 谷幸夫 池 田武 邦 木 島努 敬称略
以上,設 計基 本方針 と第3者 の審査評 との共感性,連 続性 をこの2つ の プp
ジ ェク トの具体例 よ り理解 いただ ければ幸で ある。
※ 用語 とその造型 につ いての一考察 につ いては,"実 践 的 デザ イ ンボ キャブ
リーにつ いて"を 参照 されたい。(関 西意 匠学会会報第18号 ・S51.6.15)
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